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ジ、2014年 7月 8日アクセス）。 
 日本の会計基準は、1990年代の会計ビッ






































































国基準、日本基準、ピュア IFRS、及び J-IFRS 
という 4 つの異なる会計基準が並存するこ
とになる。金融庁は 4 基準の並存状態は大
きな収斂の中での一つのステップと位置付
けることが適切であると述べている。これ
は J-IFRS がいずれは役割を終えてピュア
IFRS に移るという意味なのか、あるいは、
他の 3 つの基準のいずれかに収斂されてし
まうという意味なのかは分からない。今後
J-IFRSを採用したい企業にとって、J-IFRS
の有用性や 4 基準並存の中長期的展望等は
不確定要素である。日本にとって、IFRS採
用企業数を無理矢理増やすような努力では
なく、より長期的な視点に立った基準開発
こそが真の意味での IFRS に対する貢献な
のであると辻山論文は指摘する。 
